
14

（
新
）
特
定
健
康
診
査
の
通
知
が

発
送
に
な
り
ま
し
た

対
象
者

①
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、
本

　

庄
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

　

で
、
平
成
20
年
度
末
ま
で
に
満

　

40
歳
以
上
に
な
る
人

※
年
度
途
中
の
加
入
者
は
、
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
が
、
受
診
を
希
望

さ
れ
る
人
（
加
入
前
の
医
療
保
険

者
で
受
診
さ
れ
た
人
は
除
く
）
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
平
成
20
年
度
末
ま
で
に
、
後
期

　

高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な

　

る
人

※
特
定
健
康
診
査
の
対
象
者
で
あ
っ

て
も
、
①
妊
娠
中
の
人
②
施
設
等

に
入
所
中
の
人
③
長
期
入
院
中

（
６
か
月
以
上
の
継
続
）
の
人
④

人
間
ド
ッ
ク
等
の
受
検
者
で
、
特

定
健
康
診
査
の
検
査
項
目
を
受
け

そ
の
健
診
結
果
を
提
示
し
た
人
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
地
区　

千
代
田
・
若
泉
・
中

　

央
・
本
庄
・
東
台
・
日
の
出
・

　

南
・
前
原
・
柏
・
栄
・
小
島
南
・

　

小
島
・
児
玉
町
八
幡
山
・
児
玉

　

町
児
玉
・
児
玉
町
秋
山
・
児
玉

　

町
小
平
・
児
玉
町
蛭
川
・
児
玉

　

町
下
真
下
・
児
玉
町
共
栄
・
児

　

玉
町
上
真
下
・
児
玉
町
吉
田

　

林
・
児
玉
町
入
浅
見
・
児
玉
町

　

下
浅
見
・
児
玉
町
高
関

※
通
知
書
は
２
回
に
分
け
て
発
送

し
ま
す
。
今
回
の
対
象
地
区
以
外

は
、
７
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

※
４
月
１
日
ま
で
に
資
格
を
取
得

さ
れ
て
い
る
人
で
も
、
手
続
き
が

４
月
１
日
以
降
だ
っ
た
場
合
は
、

２
回
目
の
発
送
に
な
り
ま
す
。

★
保
険
課
☎
㉕
１
１
６
８　
　
　

全
国
統
一
防
災
訓
練
を
実
施
し

ま
す

　

近
年
、
台
風
や
梅
雨
前
線
に
よ

る
豪
雨
・
地
震
な
ど
に
よ
り
、
全

国
各
地
で
土
砂
災
害
が
多
発
し
、

多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
に

基
づ
く
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に

指
定
さ
れ
て
い
る
市
内
区
域
を
対

象
に
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

６
月
１
日
㈰　

午
前
９
時

　

30
分
～
午
後
０
時
30
分

対
象
区
域　

児
玉
町
飯
倉
地
内
の

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域

※
当
日
、
防
災
無
線
・
市
の
広
報

車
や
消
防
車
等
で
警
戒
情
報
等
の

広
報
を
行
い
ま
す
が
、
災
害
と
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

★
総
合
支
所
総
務
課
☎
�
１
３
３

　

１（
内
線
２
１
４
）

介
護
予
防
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

教
室
を
開
催
し
ま
す

　

介
護
予
防
の
た
め
に
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
い

す
を
利
用
し
て
の
１
時
間
程
の
筋

力
運
動
で
、
足
や
腕
の
筋
肉
を
鍛

え
ま
す
。

　
「
鬼
石
モ
デ
ル
」
と
い
わ
れ
て

い
る
全
部
で
10
種
目
の
覚
え
や
す

い
簡
単
な
運
動
で
す
。

日
時　

５
月
22
日
㈭
・
６
月
５
日

　

㈭
・
12
日
㈭　

全
３
回　

午
前

　

10
時
～

会
場　

エ
コ
ー
ピ
ア

対
象　

65
歳
以
上
の
人

申
込　

５
月
７
日
㈬
か
ら
15
日
㈭

　

ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

★
介
護
い
き
が
い
課
☎
㉕
１
１
２

　

７手
話
講
習
会
「
初
級
講
座
」
を

開
催
し
ま
す

日
時　

６
月
５
日
か
ら
９
月
18
日

　

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
（
た
だ
し

　

８
月
14
日
は
休
講
）　

全
15
回　

　

午
後
７
時
～
９
時

会
場　

市
民
プ
ラ
ザ

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

テ
キ
ス
ト
代
（
実
費
）

申
込　

５
月
８
日
㈭
か
ら
29
日
㈭

　

ま
で
に
左
記
へ

★
福
祉
課
☎
㉕
１
１
２
５
・
�
㉓

　

１
９
６
３

あ
た
た
か
い
愛
の
心
で
「
献

血
」
に
ご
協
力
を

日
時　

５
月
19
日
㈪　

午
前
９
時

　

30
分
～
11
時
30
分
、
午
後
０
時

　

30
分
～
４
時　

会
場　

本
庄
市
役
所

種
類　

全
血
（
４
０
０・２
０
０
ml
）

★
健
康
推
進
課
☎
㉔
２
０
０
３

「
愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」
を

開
催
し
ま
す

　

犬
に
関
す
る
法
令
や
適
正
な
飼

い
方
を
学
び
、
家
族
の
一
員
と
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
犬
の
し
つ
け
方

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

５
月
20
日
㈫
・
23
日
㈮
・

　

27
日
㈫
・
６
月
３
日
㈫
・
10
日

　

㈫　

全
５
回　

午
後
１
時
30
分
～

　

３
時
30
分

会
場　

本
庄
保
健
所

募
集
人
数　

30
人
（
実
技
参
加
者

　

８
人
、
実
技
は
全
５
回
参
加
、

　

講
習
は
１
回
目
の
み
参
加
）

※
実
技
は
、
生
後
６
か
月
以
上
１

年
未
満
の
愛
犬
と
飼
い
主

内
容　

①
講
習
「
法
令
、
犬
の
習

　

性
、
行
動
、
し
つ
け
方
、
問
題

　

行
動
に
つ
い
て
」
②
犬
の
し
つ

　

け
の
実
技

参
加
費　

無
料

申
込　

本
庄
保
健
所
生
活
衛
生
・

　

薬
事
担
当
（
☎
㉒
６
４
８
１
）

★
健
康
推
進
課
☎
㉔
２
０
０
３

！！

お
知
ら
せ

５ 月 の 納 税 納 付 市税の夜間収納窓口

軽 自 動 車 税　 全 期

固 定 資 産 税　 １ 期
納期限は６月２日（月）です。

口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

日時　５月２８日（水）　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課☎㉕１１２０
　　　・総合支所１階　収納課児玉税務係

☎�１３３１（内線３２２）
※市役所へ来庁の際は、庁舎東側の夜間休日受付
通用口を、総合支所へ来庁の際は、正面玄関をご
利用ください。

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

★
秘
書
広
報
課　

☎
�
１
１
５
５
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日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い

◎
昔
遊
び
を
楽
し
も
う

　

竹
馬
な
ど
の
昔
か
ら
の
遊
び
に

挑
戦
し
、『
つ
み
っ
こ
』
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
つ
み
っ
こ
は
な

く
な
り
し
だ
い
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

動
き
や
す
い
服
装
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。

日
時　

５
月
24
日
㈯　

午
後
１
時
30

　
分
～
３
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

対
象　

幼
児
・
小
学
生

用
意　

お
わ
ん
、
は
し

定
員　

１
０
０
人

費
用　

無
料

申
込　

５
月
９
日
㈮
午
前
９
時
か

　

ら
電
話
ま
た
は
直
接
日
の
出
児

　

童
セ
ン
タ
ー
へ

※
駐
車
場
は
本
庄
東
公
民
館
・
本

庄
東
中
学
校
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
あ
や
と
り
・
お
て
だ
ま
・
折
り

　
紙
教
室

日
時　

５
月
10
日
㈯　

午
後
２
時
～

　

３
時

対
象　

幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者

費
用　

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
５
月
の
茶
道
教
室
は
お
休
み
し

ま
す
。

★
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
０

　

４
２
０

「
総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳
顕

彰
会
」
の
会
員
を
募
集
中
で
す

　

塙
保
己
一
先
生
の
偉
大
な
業
績

を
紹
介
し
、
先
生
を
シ
ン
ボ
ル
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
、
遺
徳
顕
彰
会
が
設
立
さ
れ
て

い
ま
す
。
入
会
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
す
で
に
会
員
に
な
ら
れ

て
い
る
人
は
、
平
成
20
年
度
の
会

費
を
ご
納
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

申
込　

入
会
申
込
書
に
会
費
を
添

　

え
て
生
涯
学
習
課
（
中
央
公
民

　

館
内
）
ま
た
は
セ
ル
デ
ィ
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
文
化
財

　

保
護
課
（
市
役
所
４
階
）
と
総

　

合
支
所
総
務
課
（
総
合
支
所
２

　

階
）
で
も
お
預
か
り
し
ま
す
。

※
入
会
申
込
書
は
、
市
役
所
総
合

案
内
、
総
合
支
所
総
務
課
、
各
公

民
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

受
付　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
費
（
年
額
）

・
一
般
会
員
一
口
１
、
０
０
０
円

・
賛
助
会
員
（
団
体
）

　
　
　
　

一
口
１
０
、
０
０
０
円

★
総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳
顕

　

彰
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）

　

☎
㉒
３
２
４
８
・
�
㉓
１
６
７

　

７

「
総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳
顕

彰
会
」
の
総
会
を
開
催

　

総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳
顕

彰
会
の
第
２
回
総
会
を
開
催
し
ま

す
。
な
お
、
当
日
は
記
念
公
演
と

し
て
先
生
の
紙
芝
居
を
上
演
し
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
出
席
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
時　

５
月
24
日
㈯　

午
後
１
時

　

30
分
～
３
時
30
分

会
場　

セ
ル
デ
ィ

記
念
公
演　

紙
芝
居
「
塙
保
己
一

　

も
の
が
た
り
」

★
総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳
顕

　

彰
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）

　

☎
㉒
３
２
４
８
・
�
㉓
１
６
７

　

７子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
の
参
加
者
を
募
集

　

地
域
ぐ
る
み
で
の
子
育
て
支
援

活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、
子
育

て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

６
月
２
日
か
ら
30
日
ま
で

　

の
毎
週
月
曜
日　

全
５
回　

午

　

前
10
時
～
正
午

会
場　

市
民
プ
ラ
ザ

定
員　

40
人　

費
用　

無
料

申
込　

５
月
20
日
㈫
ま
で
に
電
話

　

で
左
記
へ

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉔

　
２
７
５
５

みんなで見守ろう　地域の子供たち
　「安全・安心のまち　本庄」の
実現に向けて、４月から児玉地域
にも防災無線の放送が始まりまし
た。学校始業日の８日、以後毎週月
曜日と木曜日、午後 2 時 30 分
から、児童生徒の下校時間に合わ
せて「事件・事故から子供たちを
守るため、今週も地域での見守り
をお願いします」とのメッセージ
を本庄市全地域で放送しています。　
　この「見守りのお願い放送」は、平成 18 年５月から平成
19 年 2月 15 日までの間、本庄地域において学校のある日に
は毎日放送していました。全国的に子どもが巻き込まれる悲
惨な事件が相次ぎ、また、市の犯罪発生率も高かったことが、
この放送を始めたきっかけです。放送を始めてから、自治会
やＰＴＡによる見守りのパトロールに加えて、多くの市民が
自宅の前であるいは道端で、子どもたちに温かく声をかけて
くださるようになりました。その後、犯罪の発生件数は激減
し、また、「子どもと顔見知りになった」などという声も聞か
れ、結果として防犯のみならず、地域の住民同士の結びつき
にも大きな効果がありました。
　一方で、病気や夜勤明けの方、また赤ちゃんがいる家庭か
らは、「非常時ならともかく定時の防災無線の音は苦痛に感じ
る」とのご意見もたびたび寄せられていました。そこで、行
政としても一時休止とし、市民の意見を聞きつつ、今後の対
応を検討することにいたしました。
　その後、「市長への手紙」や「市長との対話集会」において、
多くの市民の皆様から「復活してほしい」というご意見をい
ただきました。市では復活を望む声が大きいことと、一方、
苦情を訴えられていた方々にも配慮が必要と考え、十分に検
討を重ねた結果、児玉地域での防災無線放送開始に合わせて
再開し、週 2回の放送としたところです。
　今後とも子どもたちの見守りに、地域の皆様の温かいご理
解とご協力をよろしくお願いいたします。

本庄市長　　　　　　　　　
　


